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・日米交流事業

・沖縄県道１０４号線越え実弾射撃移転訓練

・三沢市農産物加工施設が完成

・防衛省の移転措置事業による移転者の皆様へ

・第６師団庁舎が完成

日米共同方面隊指揮所演習特集 :
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東北の  かなめ（東北６県の防衛に関する情報誌）

東北防衛局広報紙

・インフォメーション

　二つの日米交流事業を開催－東北防衛局主催－

Misawa 長芋スティックアイスホッキー

ひな祭り in ＴＯＨＯＫＵ town

発泡スチロール製のスティックとパック



特集

東北のかなめ（第２２号）

　

平
成
24
年
11
月
26
日
か
ら
同
年
12
月
13
日
ま

で
の
間
、
宮
城
県
仙
台
市
に
所
在
す
る
陸
上
自

衛
隊
東
北
方
面
隊
仙
台
駐
屯
地
に
お
い
て
、
日

指
揮
官
の
判
断
能
力
や
幕
僚
の
調
整
能
力
の
向

上
を
目
的
と
し
て
指
揮
所
演
習
が
実
施
さ
れ
、

陸
上
自
衛
隊
と
米
陸
上
部
隊
が
そ
れ
ぞ
れ
の
指

揮
系
統
に
従
い
各
種
活
動
を
行
う
図
上
訓
練
と

し
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
演
習
参
加
部
隊
等
は
、
統
裁
官
を

務
め
る
米
太
平
洋
陸
軍
司
令
官
フ
ラ
ン
シ
ス
・

Ｊ
・
ワ
ー
シ
ン
ス
キ
ー
陸
軍
中
将
を
は
じ
め
米

陸
軍
・
米
海
兵
隊
か
ら
約
１
５
０
０
名
が
参
加

し
、
ま
た
、
日
本
側
か
ら
は
、
東
北
方
面
総
監

の
田
中
敏
明
陸
将
を
統
裁
官
に
、
東
北
方
面
隊

の
隷
下
部
隊
と
東
北
防
衛
局
か
ら
約
４
５
０
０

名
の
隊
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

演
習
は
、①
実
践
的
な
編
成
、②
リ
ア
リ
テ
ィ

を
追
求
し
た
演
習
構
成
、
③
「
米
軍
の
受
入
」

と
「
国
民
保
護
措
置
等
」
を
加
え
た
現
実
的
な

日
米
共
同
方
面
隊
指
揮
所
演
習

平
成
24
年
度

米
共
同
方
面
隊
指
揮
所
演
習
（
Ｙ
Ｓ

－

６
３
）

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
仮
想
の
状
況
を
想
定
し
、
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東北のかなめ（第２２号）

■　

Ｙ
Ｓ

－

６
３
と
は
？

　

自
衛
隊
と
米
軍
と
の
共
同
訓
練
は
、
仮
想
の
状
況
を

設
定
し
、
そ
の
中
で
指
揮
官
の
判
断
力
や
幕
僚
の
調
整

能
力
の
向
上
な
ど
を
目
的
と
す
る
指
揮
所
演
習
と
演
習

場
や
訓
練
海
空
域
な
ど
で
、
実
際
に
部
隊
を
活
動
さ
せ

る
こ
と
に
よ
り
、
日
米
間
の
連
携
要
領
全
般
の
向
上
な

ど
を
目
的
と
す
る
実
動
訓
練
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
こ
の

日
米
共
同
方
面
隊
指
揮
所
演
習
は
前
者
に
あ
た
り
、
陸

上
自
衛
隊
と
米
陸
上
部
隊
が
そ
れ
ぞ
れ
の
指
揮
系
統
に

従
っ
て
行
う
各
種
活
動
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
上
で
訓
練
す

る
も
の
で
す
。

　

本
演
習
は
、
昭
和
57
年
か
ら
63
回
目
と
な
り
、
東
北

方
面
隊
と
し
て
５
年
ぶ
り
８
回
目
と
な
り
ま
す
。

△　ＹＳ慰労会における感謝の楯贈呈

　

Ｙ
Ｓ
（
Ｙ
ａ
ｍ
ａ　

Ｓ
ａ
ｋ
ｕ
ｒ
ａ
）
の
名
前
の
由

来
は
、
在
日
米
陸
軍
の
部
隊
章
に
あ
し
ら
わ
れ
て
い
る

「
富
士
山
（
ヤ
マ
）」
と
陸
上
自
衛
隊
シ
ン
ボ
ル
の
桜
（
サ

ク
ラ
）
を
合
わ
せ
た
も
の
で
す
。

△　戦闘予行準備

△　指揮所演習開会式のセレモニー
△　東北防衛局の活動状況

　

ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
、日
米
両
国
の
友
好
と
団
結
の
「
和
」

を
象
徴
す
る
円
形
を
採
用
し
、
中
央
の
図
柄
は
、
日
本

海
と
太
平
洋
の
青
海
と
東
北
六
県
を
同
色
で
表
現
し
て

い
ま
す
。

　

伊
達
政
宗
由
来
の
兜
の
前
立
て
「
三
日
月
」
を
二
重

に
重
ね
て
「
Ｙ
」
の
文
字
を
表
す
と
と
も
に
、
今
年
の

干
支
で
あ
る
「
龍
（
青
龍
）」
を
も
っ
て
「
Ｓ
」
の
文

字
を
表
し
、
あ
わ
せ
て
「
Ｙ
Ｓ
」
の
文
字
を
表
現
し
て

い
ま
す
。

　平成 24年度日米共同方面隊指揮所演習が陸上自衛
隊東北方面隊仙台駐屯地において、５年ぶりに行わ
れ、東北防衛局は、米軍の受け入れに伴う土地の提
供等、所要の手続きを演練しました。

 

指
揮
所
演
習
（
Ｙ
Ｓ-

６
３
）
の
概
要

　

東
北
防
衛
局
は
、
企
画
・
運
用
班
な
ど
４
班

で
構
成
さ
れ
た
演
習
防
衛
局
対
策
本
部
を
同
駐

屯
地
内
に
設
置
し
、
局
の
要
員
約
70
名
が
自
衛

隊
員
と
同
じ
24
時
間
２
交
代
制
で
演
習
に
参

加
。
必
要
に
応
じ
行
わ
れ
る
米
軍
の
要
求
に
対

し
、
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
米
軍
行
動
関

連
措
置
法
等
の
関
係
法
令
に
従
い
、
米
軍
の
受

け
入
れ
に
伴
う
土
地
の
提
供
の
ほ
か
、
当
該
措

置
に
係
る
所
要
の
手
続
き
等
を
実
施
す
る
な
ど

武
力
攻
撃
事
態
等
へ
の
対
処
業
務
を
効
果
的
に

 

東
北
防
衛
局
が
訓
練
参
加

■　

Ｙ
Ｓ
の
名
前
の
由
来

■　

他
局
か
ら
研
修

■　

Ｙ
Ｓ

－

６
３
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク

△　日米演練の様子

演
練
し
ま
し
た
。

　

当
局
で
は
、
日
米
会
議
に
参
加
し
て
早
く
か

ら
演
習
概
要
等
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
７
月

に
ハ
ワ
イ
で
開
催
さ
れ
た
初
期
・
中
期
計
画
会

議
で
は
、
東
北
防
衛
局
の
組
織
と
役
割
に
つ
い

て
説
明
し
、
米
軍
が
要
望
す
る
土
地
の
提
供
な

ど
の
調
整
を
行
い
、
10
月
の
最
終
計
画
会
議
で

は
米
軍
担
当
者
と
局
担
当
者
が
業
務
支
援
内
容

に
つ
い
て
最
終
合
意
し
、
演
習
本
番
に
臨
み
ま

し
た
。

　

演
習
終
了
後
は
、
日
米
合
同
士
官
等
慰
労
会

が
開
催
さ
れ
、
米
太
平
洋
陸
軍
司
令
官
フ
ラ
ン

シ
ス
・
Ｊ
・
ワ
ー
シ
ン
ス
キ
ー
陸
軍
中
将
か
ら

東
北
防
衛
局
の
野
中
文
勝
企
画
部
長
に
演
習
へ

の
支
援
と
献
身
に
感
謝
を
表
す
楯
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

　

今
回
の
Ｙ
Ｓ

－

６
３
に
、
他
の
防
衛
局
か
ら
多
く
の

職
員
が
研
修
に
訪
れ
ま
し
た
。

演
練
場
面
の
設
定
の
３
点
を
重
点
項
目
に
掲
げ

て
行
わ
れ
ま
し
た
。　



△　地方自治体及び報道機関に対する訓練公開

△　仙台港からの車両輸送

－沖縄県道１０４号線越え実弾射撃移転訓練－

△　あさいな学園での交流の様子 △　現地連絡本部内の勤務状況

王城寺原演習場で２年ぶり

△　手作りひな人形を披露

△　ゴール前で奮闘する様子

　

平
成
25
年
２
月
23
日
、
東
北
防
衛
局
は
、
青

森
県
上
北
郡
東
北
町
の
小
川
原
湖
交
流
セ
ン

タ
ー
「
宝
湖
館
」
に
お
い
て
、
東
北
町
内
の
児

童
と
三
沢
米
軍
基
地
内
の
児
童
及
び
そ
の
保
護

者
を
対
象
と
し
た
日
米
交
流
事
業
「
ひ
な
祭
り

　

ｉ
ｎ　

Ｔ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
Ｋ
Ｕ　

ｔ
ｏ
ｗ
ｎ
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

東
北
町
で
の
日
米
交
流
事
業
は
、
平
成
20
年

度
に
実
施
し
た
「
ホ
ー
ム
ビ
ジ
ッ
ト
＆
食
文
化

交
流
」
以
来
２
回
目
で
、
日
米
の
親
子
約
70
名

が
参
加
し
、
日
本
の
伝
統
行
事
の
ひ
な
祭
り
で

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

子
供
た
ち
が
押
絵
型
の
ひ
な
人
形
作
り
に
挑

戦
す
る
一
方
で
、
保
護
者
た
ち
は
東
北
町
の
特

産
品
を
使
用
し
た
料
理
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
２
月
16
日
、
東
北
防
衛
局
は
、
青

森
県
三
沢
市
の
三
沢
ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
に
お
い

て
、
三
沢
市
内
の
児
童
と
三
沢
米
軍
基
地
内
の

児
童
を
対
象
と
し
た
日
米
交
流
事
業
「
Ｍ
ｉ
ｓ

ａ
ｗ
ａ
長
芋
ス
テ
ィ
ッ
ク
ア
イ
ス
ホ
ッ
キ
ー
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

日
米
合
わ
せ
て
14
チ
ー
ム
、
約
１
２
０
名
の

児
童
が
、
三
沢
市
特
産
品
の
長
芋
と
ホ
ッ
キ
貝

に
似
せ
た
ス
テ
ィ
ッ
ク
と
パ
ッ
ク
を
使
用
し
な

が
ら
、
長
靴
を
履
い
て
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
を
行

い
ま
し
た
。

　

つ
る
つ
る
滑
る
足
下
で
転
倒
し
な
が
ら
も
、

長
芋
の
よ
う
な
太
い
ス
テ
ィ
ッ
ク
で
、
不
規
則

な
動
き
を
す
る
ホ
ッ
キ
貝
型
パ
ッ
ク
を
追
い
か

け
る
児
童
の
姿
に
、
観
客
席
の
父
母
ら
か
ら
熱

い
声
援
が
送
ら
れ
、
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

　

優
勝
し
た
の
は
、
岡
三
沢
ホ
ッ
ケ
ー
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
Ａ
チ
ー
ム
。
昼
食
後
に
は
、
じ
ゃ
ん

け
ん
ゲ
ー
ム
な
ど
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
更

に
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

日
米
交
流
事
業

　

東
北
防
衛
局
は
、
防
衛
政
策
等
に
対
す
る
国
民
の
よ
り
幅
広
い
層
へ
の
理
解

増
進
等
を
図
る
た
め
、
日
米
交
流
事
業
を
実
施
し
て
お
り
、
今
回
は
三
沢
市
及

び
東
北
町
で
行
っ
た
２
つ
の
交
流
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

△　元気よく宣誓する選手代表

△　保護者たちが作ったひな祭り料理 △　参加者全員で記念撮影

  

会
場
で
は
六
段
ひ
な
壇
飾
り
の
装
飾
の
ほ

か
、
琴
の
生
演
奏
や
餅
つ
き
も
行
わ
れ
、
日
本

文
化
に
触
れ
た
三
沢
基
地
か
ら
の
参
加
者
ら
は

「
ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
」と
カ
メ
ラ
の
シ
ャ
ッ
タ
ー

を
押
し
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
に「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。」「
と

て
も
楽
し
か
っ
た
。」
な
ど
日
米
双
方
の
子
供

た
ち
か
ら
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

ー
地
方
協
力
確
保
事
務
ー

 
 

Ｍ
ｉ
ｓ
ａ
ｗ
ａ
長
芋
ス
テ
ィ
ッ
ク 

 

ア
イ
ス
ホ
ッ
キ
ー

 
 

ひ
な
祭
り　

ｉ
ｎ　

Ｔ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
Ｋ
Ｕ 

 

ｔ
ｏ
ｗ
ｎ
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平
成
25
年
２
月
18
日
か
ら
25
日
ま
で
の
間
、

陸
上
自
衛
隊
王
城
寺
原
演
習
場
（
宮
城
県
加
美

郡
色
麻
町
、
黒
川
郡
大
和
町
及
び
大
衡
村
）
に

お
い
て
、
在
沖
米
海
兵
隊
に
よ
る
１
５
５
ミ
リ

榴
弾
砲
等
の
実
弾
射
撃
移
転
訓
練
が
約
２
年
ぶ

り
、
東
日
本
大
震
災
後
初
め
て
実
施
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
回
で
10
回
目
と
な
る
同
訓
練
に
は
、
第
３

海
兵
師
団
第
12
海
兵
連
隊
第
３
大
隊
の
砲
兵
中

隊
の
隊
員
約
２
５
０
名
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

東
北
防
衛
局
は
、
米
海
兵
隊
が
到
着
し
た
２

月
11
日
か
ら
帰
沖
し
た
３
月
４
日
ま
で
の
間
、

同
演
習
場
内
に
現
地
連
絡
本
部
を
設
置
し
、
局

職
員
が
交
替
で
常
駐
す
る
な
ど
し
て
、
24
時
間

体
制
で
同
移
転
訓
練
の
円
滑
な
実
施
、
地
元
自

治
体
等
へ
の
円
滑
か
つ
タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
提

供
等
を
行
い
ま
し
た
。

　

射
撃
訓
練
終
了
後
、
米
海
兵
隊
員
は
、
３
月

１
日
及
び
２
日
の
二
日
間
、
地
域
へ
の
貢
献
や

交
流
活
動
の
一
環
と
し
て
、
地
元
三
町
村
の
施

設
等
を
訪
問
し
、
子
供
達
へ
の
お
も
ち
ゃ
贈
呈

等
を
行
う
な
ど
し
て
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

　

大
和
町
の
「
あ
さ
い
な
学
園
（
知
的
障
害
者

入
所
更
正
施
設
）」
等
を
訪
れ
た
際
に
は
、
入

所
者
と
一
緒
に
歌
を
歌
っ
た
り
、
ボ
ー
ル
や
綱

引
き
ゲ
ー
ム
、
さ
ら
に
、
人
形
や
お
も
ち
ゃ
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
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実
弾
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移
転
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問い合わせ先：仙台市宮城野区五輪１丁目３－１５ 

東北防衛局 企画部 防音対策課 移転措置係 

℡ ０２２－２９７－８２１６ 

東北防衛局の移転措置事業（三沢対地射爆撃場、三沢飛行場、八戸飛行場、松島飛行場

及び王城寺原演習場周辺）において、建物等の補償を受けた方を対象に実施している附帯

農地等の買入れについて、希望届の受付期限が次のとおりとなりました。 

平成 24年 12月 19日より前に建物等の移転等補償契約を締結された方は 

平成２９年１２月１９日まで 

 

平成 24年 12月 19日以降に建物等の移転等補償契約を締結された方は 

契約締結日の翌日から５年を経過する日まで 

移転対象区域 

飛行場 

買入れの対象となる農地 

 

航空機騒音のない 

地域に住居を移転 

防防衛衛省省のの移移転転措措置置事事業業にによよるる移移転転者者のの皆皆様様へへ 

遠くて 
通えなくなったので 
農地を買ってほしいな… 
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△　完成した農産物加工施設

三
沢
市
農
産
物
加
工
施
設
が
完
成

ー
青
森
県
三
沢
市
の
「
地
産
地
消
」
を
促
進
ー

　

平
成
25
年
１
月
11
日
、
青
森
県
三
沢
市
に
建

設
中
の
「
農
産
物
加
工
施
設
」
の
完
成
を
祝
し
、

種
市
一
正
三
沢
市
長
は
じ
め
、
建
設
工
事
等
関

係
者
な
ど
多
数
参
加
の
下
、
同
施
設
の
落
成
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

   

「
農
産
物
加
工
施
設
」
は
、
三
沢
市
が
防
衛

施
設
周
辺
民
生
安
定
施
設
整
備
事
業
及
び
特
定

防
衛
施
設
周
辺
整
備
調
整
交
付
金
事
業
と
し
て

整
備
を
進
め
て
い
た
も
の
で
、
地
元
農
産
物
の

消
費
拡
大
と
農
業
者
の
生
産
意
欲
の
向
上
を

図
り
「
地
産
地
消
」
を
よ
り
一
層
推
進
す
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
総
事
業
費
約

14
億
８
５
０
０
万
円
、
そ
の
う
ち
防
衛
省
か
ら

の
補
助
が
約
８
億
５
５
０
０
万
円
。
平
成
24
年

12
月
に
完
成
し
ま
し
た
。

   

建
物
は
、
鉄
骨
造
２
階
建
て
、
延
べ
床
面
積

約
２
３
５
０
㎡
。
１
階
は
調
理
室
、
野
菜
下
処

理
室
、
炊
飯
室
、
洗
浄
室
な
ど
で
構
成
さ
れ
、

地
産
加
工
研
究
室
と
調
理
実
習
室
兼
試
食
室
を

併
設
し
ま
す
。
２
階
は
１
階
の
調
理
室
を
ガ
ラ

ス
越
し
に
見
学
で
き
る
会
議
室
や
ホ
ー
ル
な
ど

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
産
加
工
研
究
室
な

ど
は
、
市
民
団
体
な
ど
が
利
用
で
き
ま
す
。

第
６
師
団
庁
舎
が
完
成

ー
半
世
紀
を
記
念
し
て
次
の
百
周
年
へ
ー

△　落成記念テープカット

△　完成した第６師団庁舎

△　農産物加工施設１階の調理室
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平
成
24
年
12
月
26
日
、
山
形
県
東
根
市
に
所

在
す
る
陸
上
自
衛
隊
神
町
駐
屯
地
に
建
設
中
の

第
６
師
団
司
令
部
新
庁
舎
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

本
事
業
は
、
老
朽
化
が
著
し
い
旧
師
団
司
令

部
庁
舎
に
替
わ
り
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
３
階

建
延
べ
床
面
積
約
５
５
５
０
㎡
の
庁
舎
を
整
備

す
る
も
の
で
あ
り
、
平
成
23
年
３
月
に
建
築
そ

の
他
工
事
、
電
気
そ
の
他
工
事
及
び
機
械
工
事

を
発
注
し
ま
し
た
が
、
３
月
11
日
の
東
日
本
大

震
災
の
影
響
で
当
初
完
成
時
期
よ
り
遅
れ
て
工

事
が
完
了
し
ま
し
た
。

　

第
６
師
団
は
、
南
東
北
３
県
（
山
形
県
、
宮

城
県
及
び
福
島
県
）
の
防
衛
警
備
・
災
害
派
遣

な
ど
を
任
務
と
し
て
い
る
師
団
で
、
今
年
、
師

団
創
立
51
周
年
を
迎
え
１
月
25
日
、
新
庁
舎
の

安
全
使
用
と
使
用
部
隊
の
更
な
る
飛
躍
を
祈
念

し
て
「
第
６
師
団
司
令
部
新
庁
舎
落
成
式
」
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

時
折
、
雪
の
舞
う
中
で
執
り
行
わ
れ
た
落
成

式
に
は
、
隷
下
部
隊
長
等
が
参
列
す
る
と
と
も

に
歴
代
師
団
長
、
土
田
正
剛
東
根
市
長
、
部
外

協
力
団
体
の
会
長
等
を
招
待
し
、
式
典
及
び

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
等
を
行
い
完
成
を
祝
い
ま
し

た
。



開　催　日 イ　ベ　ン　ト　名 開　催　場　所 問 い 合 わ せ 先

陸 ４月 14 日（日）
船岡駐屯地創立 54 周年・第 2

施設団創隊 52 周年記念行事
船岡駐屯地 (柴田町 )

船岡駐屯地司令職務室

0224-55-2301(211)

陸 ４月 20 日 ( 土） 仙台駐屯地創立記念行事 仙台駐屯地（仙台市）
仙台駐屯地広報室

022-231-1111(3662）

陸 ４月 21 日 ( 日） 弘前駐屯地創立 45 周年記念日行事 弘前駐屯地（弘前市）
弘前駐屯地広報室

0178-87-2111(205）

陸 ４月 21 日 ( 日） 霞目駐屯地創立 56 周年記念行事 霞目駐屯地 (仙台市 )
霞目駐屯地広報室

022-286-3101(301)

陸 ４月 21 日 ( 日） 郡山駐屯地創立 60 周年記念行事 郡山駐屯地 (郡山市 )
郡山駐屯地広報班

024-951-0225(284)

陸 ４月 27 日 ( 土） 八戸駐屯地創立 57 周年記念行事 八戸駐屯地 (八戸市 )
駐屯地司令業務室広報班

0178-28-9111(3807)

陸 ４月 29 日 ( 月） 南極の氷贈呈式 ＡＬＶＥ（秋田市）
秋田地方協力本部広報室

018-823-5404

陸 ５月５日 (日）
あおもり春フェスティバル

(第９音楽隊野外コンサート、装備品展示等 )
青森市内

第９師団司令部総務課広報室

017-781-0161(257)

陸 ５月 26 日 ( 日） 会津若松市自衛隊音楽祭 会津風雅堂（会津若松市）
福島地方協力本部広報班

024-546-1919

４月

５月

東北防衛局職員に採用となって
―　平成 24年度の新規採用職員に聞きました　―

　私は土木課に配属になり、土木工
事の監督や積算業務に携わっていま
す。工事監督官として様々な現場を
持つことで、専門的な知識を幅広く
得ることができます。忙しいですが
充実した日々を送っています。

　昨年 4月の新規採用者を代表して 2名の職員に、東
北防衛局の職場としての魅力や楽しさを聞きました。

　防衛省では、平成 24 年度から人事院で行う国家公務員採用試験の合格者から職員を採
用しています。
　国家公務員採用試験については、人事院のホームページを参照してください。
　なお、「語学」及び「国際関係」の試験区分については引き続き防衛省が行う防衛省専門
職員採用試験の合格者から採用を行っています。
　詳細な日程等については防衛省ホームページを参照してください。

土木課　田中技官

調達計画課
　　　松下技官

　私が配属された調達計画課は建築、
土木、機械、電気といった各専門分
野の職員で構成されているため、複
数の職種の知識を学ぶことができま
す。職場は業務以外のことも気軽に
相談できるアットホームな環境です。

※事前の申し込み、入場整理券等が必要なイベントもありますので、お出かけの前に問い合わせ先にご確認ください。

東北の主な自衛隊広報行事

　自衛隊（東北管内）が今後予定している主な広報行事等は次のとおりです。是非、見に来てください。

8

東北のかなめ（第２２号）


